
- 1 - 

 

令和４年度 第１回 子ども・子育て会議 会議録 

令和 4 年 7 月 8 日（金） 

１８：００～１９：１５  

オ ン ラ イ ン 会 議 

 

 

１ 開会 

 

２ 議事 

１ 渋谷区子ども・子育て支援事業計画進捗状況について 

２ 子ども発達相談センター概要について 

３ その他 

 

３ 閉会 

 

 

 

会長・A 委員（学識経験者） 

B 委員（学識経験者） 

C 委員（子ども・子育て支援に関する事業従事者） 

D 委員（子ども・子育て支援に関する事業従事者） 

E 委員（子ども・子育て支援に関する事業従事者） 

F 委員（子ども・子育て支援に関する事業従事者） 

G 委員（子ども・子育て支援に関する事業従事者） 

H 委員（保護者代表） 

I 委員（保護者代表） 

J 委員（保護者代表） 

K 委員（保護者代表） 

L 委員（保護者代表）
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１ 開会 

■会長・A 委員（学識経験者） 

令和４年度第１回の子ども・子育て会議を開催します。 

■事務局（保育課長） 

今般の新型コロナウイルス感染症の拡大の状況から、感染防止のためオンラインで

会議を開催します。本日 F 委員、J 委員から欠席の連絡をいただいており、１０名

の出席で、有効に成立しています。 

 

２ 議事 

１ 渋谷区子ども・子育て支援事業計画進捗状況について 

■会長・A 委員（学識経験者） 

渋谷区子ども・子育て支援事業計画進捗状況について、保育課長から報告していた

だきたいと思います。 

■事務局（保育課長） 

資料２について説明。 

■会長・A 委員（学識経験者） 

取り下げをされている方がいらっしゃいますが、取り下げの理由で多いものがあれ

ば教えていただきたいと思います。 

■事務局（保育課長） 

取り下げの主な理由といたしましては転出、転勤、勤務先の変更などです。また、

保護者の方自身が自宅で保育をしたいということで育休を延長するケースもみられ

ます。 

■B 委員（学識経験者） 

取り下げが 288 人ということですが、例年に比べて多かったのか少なかったのか。

コロナ禍の影響があるのかどうか。また、待機児童数が 0 人ということですが、去

年もすでに渋谷区は待機児童数が 0 人になっていたのでしょうか。 

■事務局（保育課長） 

取り下げにつきましては、令和 3 年度と令和 4 年度の 4 月を比べますと、令和 4 年

度の方が減少しております。こちらは、コロナ感染症予防対策のために自宅での保

育を希望している方がいらっしゃるのではないかと考えてございます。待機児童数

につきましては、令和 3 年 4 月も 0 人でございます。 

■L委員（保護者代表） 

周りでも本当に保育の環境が充実してきて、一人目のとき 6 年前には保育園に入園

できないから仕事に復帰しないと言っていた専業主婦の友達から、保育園に入れそ

うになったから仕事をすることにしたといった前向きな意見もたくさん聞いていま
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す。保育園のキャパシティを増やしていただいて、本当にありがとうございます。

これをきっかけに就労し始めたお母さんもすごくたくさん出てきているので、良い

方向に、母子ともに心身ともに健康でいられる土壌作りができてきているなと感じ

ています。 

一点、気になるから教えて欲しいと思ったことは、きょうだい同園で入りたいけど、

入れなかった人たちもいると思います。実際にきょうだいで同園になれている人数

とか、別々の園になってしまった人数とか、集計がかなり難しいと思いますが、現

状、きょうだいが別々の園で送り迎えが大変という声もあるので、何かそれが見え

る化できないか。もちろんきょうだい点で優遇にはなると思いますが、きょうだい

同園で入園できているか否かを実際に数字で見たいなと思います。 

また、保育園を増やしていただいたおかげで、大幅に定員割れしている園もあると

思います。例えば氷川保育園の 1 歳児クラスが空いているとか、ガラガラになって

いる園については、氷川保育園だったら渋谷東ちとせ保育園と近いから一緒にお散

歩に行くなど、今後何かこうしようと思っていることがあったら教えていただきた

いです。 

■事務局（保育課長） 

きょうだいで同園に入園できていないケースについては、申し訳ございませんが、

現時点では集計しておりません。また、空きのある園につきましては、入園の窓口

やホームページに掲載するなどして、空きがある旨をお伝えし、お申し込みして頂

きやすいような情報提供をしているところでございます。 

■L委員（保護者代表） 

二点目について、ガラガラになっている園が今後どのように保育をしていくのかと

いう点が伺いたいです。例えば、近隣の 2 園合同で１歳児クラスはお散歩に行くと

か、何か交流会をするとか、保育の内容についての取り組みなど教えていただきた

いです。 

■事務局（保育課長） 

近隣園で連携するということになりますと、それぞれの運営主体が異なるため、一

緒にお散歩に行くとか、そういった取り組みは現時点では考えておりません。 

■I 委員（保護者代表） 

空き状況に関連して、幼稚園にお子さんを通わせている保護者の方からご意見があ

ったのでお伝えします。両親が働きながら幼稚園にお子さんを通わせているようで、

保育園は待機児童がいっぱいだったので、保育園に通わせることは諦めて、幼稚園

に４歳になった時に入園させたというお話でした。現在、夏休みや冬休みの期間中

に預け先がなくて、長期間の休みの時に預け先にとても困っていて、そこがネック

になっている保護者が結構いらっしゃるようでして、４歳児５歳児は割と保育園で

も空きがある園が多いかと思うので、近隣の保育園でサマープログラムのように預
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けて、その期間中だけでも預かっていただけるととても助かるというお話がありま

した。 

また、近隣の保育園であれば同じ小学校に進学する子ども達もいる可能性が高いの

で、早い段階で子ども同士が顔を合わせることができたら、子ども達にとっても良

いのではないかという意見もありました。まだまだ長期休みがネックで働きたくて

も働けないと諦めているお母様方、お父様方がいらっしゃるそうなので、ぜひ何か

良いシステムをつくって頂けると嬉しいと私自身も感じています。 

■事務局（保育課長） 

幼稚園へ通われている方の夏休み等の預け先につきましては、現在も保育園でお預

かりできますので、お申込みいただければと存じます。 

■K委員（保護者代表） 

待機児童数 0 人が二期連続ということで、喜ばしく思っております。私も何年か前

にいろいろと苦労したので、すごく良いなと思っております。けれども、数字上見

るとあまり問題がないように思いますが、保育という意味では、もう保育の待機を

どうするかではなくて、質とか本当に必要とされる保育の支援ができているか、顕

在化されていないニーズをどう拾っていくかが、本当の意味で渋谷区として問題意

識を持つことが大事なのかなと思いました。質問ではありませんが、今回共有いた

だいたものを見てそのように強く感じた次第です。 

■事務局（保育課長） 

K 委員からお話がありましたとおり、待機児童数０人ですが、やはり保育の質を高

めていくことが今後重要であると考えてございますので、区立園、私立園それぞれ

の強みを分析しながら保育の質を高めていくように努めていきたいと考えておりま

す。 

■K委員（保護者代表） 

我が家も 0 から２歳児のときに、区立保育室や認証保育所を存分に利用させていた

だきましたが、保育室や認証にいる時は、やはり次の年どうなるのだろうかと、す

ごく不安な状況で過ごしていましたので、保育室や認証に在籍されている人たちは、

やっぱり不安を持っていると思います。ぜひこの点をご理解いただけると良いなと

思いました。 

■E委員（子ども・子育て支援に関する事業従事者） 

K 委員からお話しいただいた質については、これまで待機児童対策として国が喫緊

の課題として動いていましたが、一方で質も大事ということで、厚生労働省も文部

科学省も保育の質、幼児教育の質ということで検討会を重ねてきて、数年前から保

育、あるいは幼児教育についての指針が明確になってきています。そして、その研

修会が進んできています。自治体と公立園、私立園も連携しながら保育の質を高め

ていこうとしています。渋谷区としても渋谷区の就学前教育プログラムを定めまし
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て、各園が質をしっかりと保った上で、保育が進められるように、もちろんそれぞ

れの園のポリシー、特性があるわけですけれども、それを守りながらも、質を高め

合うようなネットワーク連携をとっていこうと動いています。一方でご不安とか、

もう少しこの園は改善して欲しいと思う点などは個別にあるかもしれません。その

あたりは質を高め合えるように、区民が一体となって保護者の視点からも意見交換

が出来ると良いのではないかと思いました。 

空き状況について少しコメントさせていただきたいなと思ったことは、骨太の方針

が国会で決定されましたが、その中で空きが出ている保育室の活用についての言及

がありまして、例えば、幼稚園をご利用されている家庭は 0 から２歳の間は基本的

にご家庭で保育されておられるわけですが、この時代のこの社会の中で、いわゆる

子育ての孤立化が起こりやすい状況で、もちろん、それぞれのご家庭が工夫されて

いるわけですが、ご家庭だけの工夫ではなくて、社会的にそういったご家庭も必要

に応じてサポートしていく必要があるということで子育て家庭を孤立化させないと

いう視点から空き保育室を活用して、働いていないご家庭でも利用できるようにし

ていこうという方針が整備され始めているところでもあります。渋谷区としても、

国の方針が出てからになるかもしれませんが、すべての子ども達すべてのご家庭が

安心安全で通えるように、空いている保育室をより活用していくというアイデアも

今後の議論の中で進めていけると良いのではないかと思いました。渋谷区子育てネ

ウボラも孤立化させないよう取り組んでいるわけですが、保育室もそういった場と

して活用していく可能性も今後の中で検討していければと感じました。 

■I 委員（保護者代表） 

先ほど、夏休みの長期期間中などに保育園で受け入れをしていただいていると伺い

ましたが、渋谷区のホームページを拝見していて、それがどこにあるのかがわから

なくて、これは通常の申し込みと変わらず一ヶ月単位で申し込んで受け入れてもら

えるということでしょうか。 

■事務局（保育課入園相談係長） 

幼稚園の夏休み期間中の申込につきましては、通常の新規入園の申し込みと同様に

必要書類を揃えていただいて、窓口で受付をさせていただいおります。基本的に一

か月単位の申し込みになりますので、夏休み期間を確認させていただいた上で、例

えば 8 月１日から 31 日までフルで休みの月については受け付けています。 

■B 委員（学識経験者） 

一点目は、ホームページですぐにアクセスできなかったということで、しっかりと

区民全体が情報にアクセスできるようにしておかなければならないと思いました。 

二点目は、先ほど質の問題についてお話がありました。運営基準上は、４歳児、５

歳児が 30 対１という職員配置となっていますが、これから小学校が 35 人学級にな

っていくということで、やはり１人の先生が４歳で 30 人というのはなかなか難し
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いと思います。これから待機児童がなくなっていくのであれば、今後は数の問題も

区として、独自の基準を出していけば、質の向上にもつながっていくのではないか

という点をご検討いただければと思いました。 

２ 子ども発達相談センター概要について 

■会長・A 委員（学識経験者） 

続きまして、子ども発達相談センター概要について、子ども発達相談センター所長

から報告していただきたいと思います。 

■事務局（子ども発達相談センター所長） 

資料３について説明。 

■K委員（保護者代表） 

子育てネウボラの全体の取り込みも含めて連携されていて、すごく良いなと思って

おります。5 月にしぶコミというアクティビティを発信されていると思いますが、

おそらく活動とかコミュニティの部分はこれからなのかなと思いますが、しぶコミ

と子ども発達相談センターについて、お聞かせいただきたいです。 

■事務局（子ども発達相談センター所長） 

ホームページをご覧いただきありがとうございます。しぶや子育て応援コミュニテ

ィを略して「しぶコミ」の活動のご紹介で、渋谷区自立支援協議会の子ども部会と

障がい者福祉課が監修している事業でございます。子ども発達相談センターは子ど

も部会の一員ですので、この取り組みを広めさせていただきたいということで、ネ

ウボラのホームページにも掲載させていただきました。内容といたしましては、子

育てママの様々なメッセージが皆様にお届けされています。今後の具体的な活動内

容については現在協議中と伺っているところですが、例えば、これから学校に入ら

れる障がいのあるお子さんを持つ保護者の方々とのワークショップなど気楽に話せ

るような懇談の場を設けるといったご提案をいただいております。特に就学のタイ

ミングで親御さんは悩まれていることがたくさんありますから、しぶコミの皆様と

交流する機会をネウボラで開催できればと思っているところでございます。 

■K委員（保護者代表） 

今回の資料の中に無いもので渋谷区のホームページに、出会い・グループっていう

素敵な枠組みがありましたが、先ほど伺ったものと関係するのかなと思いました。

しぶコミの書き込みで、障がいのある方などサポートのニーズのあるお子さんの保

護者同士のつながりがすごく役に立ったというものがありましたし、出会い・グル

ープの枠組みがすごく意味があるのかなと思っています。今回のプレゼンの中に、

出会い・グループの枠組みが見当たらなかったので、素朴な疑問でした。 

■会長・A 委員（学識経験者） 

就学支援シートの話が出ました。就学支援シートを持参して、校長先生と面談する

というご説明がありましたが、校長先生あるいは校長先生ではなくても担当の先生
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と面談をして、このシートだけでは細かなニュアンスはやっぱり難しいので、保護

者の方も口頭でいろいろと説明されることが多いです。そして 4 月から上手くスタ

ートを切れるかなと思ったら、校長先生が 4 月に代わられ、担当の先生もいなくな

って、上手く引き継ぎがされなかったという例をいくつか聞いています。渋谷区と

いうわけではなく、ほかの自治体でのケースですが、その辺りの引継ぎがやはり大

事だと思うので、徹底していただきたいなと思います。 

もう一つは、就学支援シートは決して悪いものではなく、むしろ良いもので活用し

た方が良いと個人的に思いますが、保護者の方にしてみるとマイナスのイメージが

結構強いです。例えば、保育所などで就学支援シートを学校に持って行った方が良

いのではと保育士の方が保護者に伝えた時に、マイナスのイメージを持たれてしま

って、保護者は躊躇してしまうということも聞いています。ですから、所長がおっ

しゃったように、就学支援シートは気を付けてほしいことだけではなくて、子ども

の強みの面も書けますよと伝えることや、スムーズに小学校生活をスタートするた

めに細やかに対応して頂くためには、就学支援シートを出しておくと良いかもしれ

ませんねといったプラスに働くようなイメージで伝えて頂く、そういった発信の仕

方も大事なのかなと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

■事務局（子ども発達相談センター所長） 

学校は就学支援シートが出されると、どうしても注意しなければならないところば

かりを、保護者の方にお伝えしてしまう傾向にあるかと思います。就学支援シート

を持ち込んで面談していただいた時に、親御さんが安心して、小学校に入られてか

らも様々な悩みを打ち明けられるような関係をつくっていけるよう、また、何かあ

ればもちろん子ども発達相談センターにもご相談いただき、関係機関が連携しなが

ら、親御さんが子育てを楽しめるようにしていきたいと考えております。子どもを

産み、育てる喜びが実感できる社会の実現、が渋谷区の子ども子育て支援事業計画

にもありますので、この取り組みを良い形で広めていきたいと思います。 

■I 委員（保護者代表） 

一年ほど前に私の知人の保護者がお子さんの発音に難があって、子ども発達相談セ

ンターに行くようにとおすすめされました。ちょうど小学校に上がるか上がらない

かぐらいのタイミングで、幼稚園と保育園と小学校で管轄が違うと言われて、でき

れば小学校に入った後でも申し送りや情報提供をスムーズにしていただけるような

ところがあるとすごく助かるとおっしゃっていたことを思い出したので、お伝えさ

せていただきます。 

■事務局（子ども発達相談センター所長） 

就学前機関から学校へのつなぎがどうしてもとぎれるので、よりしっかりと連携し

ていかなければいけないと思っているところです。療育に通われていたお子さんの

場合、区内にもことばの療育機関がございますが、そちらから学校への引継ぎは丁
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寧に行われていると認識しています。就学の直前にことばの心配で子ども発達相談

センターに相談があった際に、例えば、学校に入学されてから難聴・言語障害通級

指導学級をお申し込みください、というご案内で終わらせるのではなく、しっかり

と親御さんの思いを受け止めて、教育委員会や学校と連携できるように取り組んで

いきたいと思います。ご意見ありがとうございました。 

■会長・A 委員（学識経験者） 

他区ではあまり見られないですが、渋谷区の場合はネウボラに教育センターも入っ

ていますので、そういったところもうまく活用して頂けると良いのかなと思います。 

３ その他 

■C 委員（子ども・子育て支援に関する事業従事者） 

いろいろとお話を聞かせていただいて、保育園でもできることがあるのではないか

と思いながら聞かせていただいておりました。発達相談については、年に３回程保

育園に巡回に来ていただいておりまして、私たちの保育やお子様の様子を見てもら

って本当に助かっております。その中でご指導いただいたことを、私たちは途切れ

ることなく、園の中でコーディネーターを置いて、継続してお子さんを見ていける

ように工夫しているところです。 

■D 委員（子ども・子育て支援に関する事業従事者） 

私は就学前教育プログラムに関わらせて頂いて、一緒に勉強させていただきまして、

現場サイドから見てですが、3 月に校長先生や担当の先生たちと相談したり、保育

要録を持っていって引継ぎをしたりしても、4 月に入って校長先生や担当の先生た

ちが異動されていて、また初めからということが繰り返されてしまうので、どうに

かできないかなと思っています。保育園では仮に異動等があってもチームで対応で

きるように努力してきたと保育園の側からは思いますが、学校との取り組みについ

ては、校長先生と身近に情報共有とかコミュニケーションを努力したつもりでも、

うまくいかないことが悩みでもあります。地域の校長先生、副校長先生と保育園が

コミュニケーションをしっかりと深めて乗り越えていきたいと思います。また、過

去には就学前教育プログラムを勉強する機会がありましたが、改めて学習する必要

があると思いました。 

保育の質の向上というところでは、東京都福祉保健財団の第三者評価の研究ワーキ

ングの委員になっておりまして、今年度評価項目を見直しするという流れとなって

います。園長会でみなさんの意見も伺いながら、ワーキングの方に反映できるよう

にしたいと思っております。 

■G 委員（子ども・子育て支援に関する事業従事者） 

子ども発達相談センター所長から先ほど紹介のあったリーフレットはどこで入手で

きますか。ホームページに載っていますか。 
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■事務局（子ども発達相談センター所長） 

東京都教育委員会が出しているものです。区のホームページにも掲載してございま 

す。 

■G 委員（子ども・子育て支援に関する事業従事者） 

ご説明にあったとおり就学支援シートは、保護者にとっては非常にマイナスなイメ

ージが強いと思いますので、これをポジティブな方向へ変換していくことは確かに

大事だと思いました。幼稚園でも本当に個別対応が必要な子どもたちがたくさんい

ます。幼稚園と並行して療育に通っていただければ、このお子さんにとって良いな

と思う場面がありますが、なかなか療育という言葉自体がマイナスなイメージがあ

り、非常に難しいところです。幼稚園もいろいろな課題を抱えているなと改めて思

っています。子ども発達相談センターの働きは、これから非常に大きくなってくる

と思います。よろしくお願いします。 

■H 委員（保護者代表） 

一点目が子ども発達相談センターの件で、ネガティブな印象を持つというお話もあ

りましたが、発達障害などの相談のみならず発育に関して広く門扉を広げると、ネ

ガティブな印象もなくなるのかなと思っております。子どもの発達状況は、人それ

ぞれであることも認識しておりますし、保育園に通っているといろいろな個性豊か

な子どもたちを見たりしていますので、もう少し広く子どもの発達支援としてご対

応頂けるとより良いかなと思っております。 

もう一点、今回の議題とは直接関係ないですが、保護者の方からお声をいただいた

ので、ご紹介させていただきます。先頃、幼稚園児ですとか、女子学生に向けた脅

迫メールが渋谷区内、23 区内の自治体でも起きていると伺っております。昨今の情

勢からも、ナーバスな状況かなと思っております。情報発信のみならず、どのよう

な対策をしているのか、これからどのような方針で対応していくのかということを

発信していただけると保護者としても安心かなと思いますので、共有させていただ

きます。 

■事務局（保育課長） 

幼稚園に通園されている方の夏休み期間中の保育園利用について、8 月のお申し込

みは 7 月 5 日で締め切っておりますので、今回の 8 月につきましてはこれからの申

し込みが難しいという状況でございますので、補足説明させて頂きます。 

 

３ 閉会 

■会長・A 委員（学識経験者） 

これをもちまして令和４年度第１回子ども・子育て会議を閉会させていただきます。 

 


